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新
鹿
屋
市
の
市
花
・
市
章
・
市
旗
が
決
ま
り
ま
し
た

地域の花

鹿屋地区
カンナ

　

市
花
や
市
章
な
ど
を
選
定
す
る

た
め
設
置
し
た
鹿
屋
市
慣
行
選
定

委
員
会
（
福
永
辰
郎
委
員
長
）
が
、

５
月
９
日
、
市
花
を
「
ば
ら
」、

市
章
及
び
市
旗
は
旧
鹿
屋
市
の
も

の
を
継
承
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
住

民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
旧
市
町
の

花
は
、「
地
域
の
花
」
と
し
て
残

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カタカナの「カノヤ」の文字
を図案化したものです。

大隅半島をデザインし、若さ
と澄んだ空、海を青色で表現。
その中心に大隅の中核都市鹿
屋を躍動のシンボルである赤
い円で表現し、「カノヤ」を金
色（黄色）で図案化したもの
です。

日本一広いかのやばら園の
オープンや、地域が一体となっ
て「ばらを活かしたまちづく
り」に取り組んでいることな
どから、地域ブランドとして
の定着化や魅力あるまちとし
ての情報発信が期待できると
して決まりました。

吾平地区
ツワブキ

輝北地区
つつじ

串良地区
バラ
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そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
田
小
学
校
６
年
の
園

内
奈
津
子
さ
ん
が
「
今
あ
る
自
然

を
も
っ
と
大
切
に
し
て
、
鹿
屋
市

の
素
晴
ら
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人

に
広
め
た
い
」
と
未
来
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
ほ
か
、
市
花
・

市
章
・
市
旗
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
、
霧
島
ヶ
丘
公
園
で
、

新
鹿
屋
市
誕
生
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
６
０
０
人

が
出
席
し
、
新
市
誕
生
を
祝
う
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
山
下
市
長
が
「
旧

市
町
の
地
域
資
源
や
、
県
内
で
初

め
て
設
置
し
た
地
域
自
治
区
の
機

能
を
最
大
限
生
か
し
な
が
ら
新
市

の
均
衡
あ
る
発
展
に
取
り
組
み
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
次
に
、
西

薗
市
議
会
議
長
が
「
市
民
が
誇
り

を
持
て
る
鹿
屋
市
を
目
指
し
、
議

会
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
合
併
功
労
者
と
し
て

旧
市
町
の
首
長
と
議
長
９
人
に
総

務
大
臣
表
彰
、
大
隅
中
央
合
併
協

議
会
委
員
（
旧
市
町
の
学
識
経
験

者
等
）
33
人
に
市
長
特
別
表
彰
が

八月踊り（吾平地区）

上平房棒踊り（輝北地区）

馬
まかけ

掛棒踊り（串良地区）

刀舞（鹿屋地区）

旧市町に伝わる踊りが披露
されました。

未来へのメッセージを発表した
園内奈津子さん

式典で素晴らしい演奏を披露した
鹿屋高校吹奏楽部
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かのやばら祭り2006特集

４
月
25
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
か
ら
６
月
４
日
ま
で
、
か
の

や
ば
ら
園
で
「
か
の
や
ば
ら
祭
り

２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

41
日
間
に
及
ん
だ
今
年
の
ば

ら
祭
り
で
は
、
土
日
祝
日
を
中
心

に
、
１
０
０
を
超
え
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
県
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
、
ば
ら
の
魅
力
を

楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、ば
ら
祭
り
期
間
中

の
来
園
者
数
は
、約
11
万
人
を
記

録
（
昨
年
の
来
園
者
数
は
年
間
で

約
５
万
７
千
人
）。
開
園
34
日
目

と
な
る
５
月
28
日
に
は
、
10
万
人

を
達
成
し
10
万
人
目
の
来
園
者
と

と
も
に
、
く
す
玉
を
割
っ
て
祝
い

ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
各
地
で
「
か
の

や
ば
ら
園
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ

く
『
か
の
や
ば
ら
大
使
』
に
、
哀

川
翔
さ
ん
、
榎
木
孝
明
さ
ん
、
浅

井
愼
平
さ
ん
、
桂
由
美
さ
ん
、
辛

島
美
登
里
さ
ん
、
柴
田
亜
衣
さ
ん

の
６
人
を
任
命
。
大
使
用
の
名
刺

を
渡
し
、『
か
の
や
ば
ら
園
』
の

全
国
で
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

新設されたエリアには、随所に樹木があり、木陰で
のんびりとくつろぎながら園内を散策できます。

　５月28日、開園 34日目でばら園
の来園者が10万人を達成。10万人
目の来園者となった吉原瑞枝さん（鹿
児島市、右から２人目）は、「10万人
目と聞いてびっくりしました。いただ
いたばらの苗を大切に育てたいです」
と喜びを語りました。

1999 年砂像彫刻世界選
手権優勝者の茶圓勝彦さ
ん（南さつま市）が製作し
た砂像彫刻「ローズフェア
リー」。

地元大隅の食材を用いた創作丼の
人気を競った『おおすみばらエティ
丼選手権』には、大隅半島各地か
ら10 店舗が出店。（５月21日）

軽く焼いたカンパチ
を、ばらの花びらの
様に盛りつけた栄楽
寿司の『一輪のばら
寿司丼』が優勝しま
した。

期
間
中
、
ば
ら
園
で
は
３
組
が
結
婚

式
を
行
い
、
１
組
が
婚
約
式
を
行
い

ま
し
た
。

園
内
で
は
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

な
ど
、
様
々
な
大
道
芸
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

韓国民謡団『打
ダ ゴ ソ ン

鼓聲』が、韓国の民謡
や琴、舞踊を披露。
（５月21日）

市民ガーデンでは、苗木のオーナーに
なった市民が自分の手でばらを植栽。
(５月14日）

土日祝日の駐車場は、福岡や熊本、宮
崎など県外ナンバーの車も目立ちまし
た。

広いばら園を巡る『ローズトレイン』

障害を持つ子供たち100人で歌った
『100人の夢、大合唱』。（５月５日）

か
の
や
ば
ら
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念　
　

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０
６

期
間
中
の
来
園
者
数
は
11
万
人
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展望台から見た「かのやばら園」の全景。
手前がこれまでのエリア。奥が新しいエリア
です。総面積は約８haで、日本一の広さを
誇ります。

桂　

由
美
さ
ん

ブ
ラ
イ
ダ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー

　
　
　
　
（
東
京
都
出
身
）

5
21 桂由美トークショー

　プロポーズするのにふさわしい
場所として、桂由美さんらが選定
する「恋人の聖地」に、かのやば
ら園が選ばれ、ローズチャペルに
設置された銘板が除幕されました。

桂由美さんの自筆で刻まれた銘板。

辛
島
美
登
里
さ
ん

歌
手
・
作
詞
家

（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
出
身
）

6
3 辛島美登里コンサート

　楽しいトークを交えながら大ヒッ
ト曲「サイレント・イブ」など全10
曲を熱唱。夕暮れのばら園に澄み
切った歌声が響きわたりました。

柴
田
亜
衣
さ
ん

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

鹿
屋
体
育
大
学
大
学
院

　
　
　
　
（
鹿
屋
市
在
住
）

6
4
柴田亜衣オリンピック
ロード歩き初め

　オリンピックロードは、五輪で優
秀な成績を収めた鹿屋にゆかりがあ
る選手をたたえるために整備。この
日、テープカットが行われ柴田選手
が通り初めを行いました。

哀
川　

翔
さ
ん

俳
優

（
鹿
屋
市
出
身
）

4
29 哀川翔トークショー

　ガーデンステージを埋め尽くし
た約1,000人の観客を前に、子
供の頃に遠足で遊びに来た霧島ヶ
丘公園の思い出や、映画撮影の秘
話などを楽しく紹介しました。

会場は、とにかく人・人・人・・・

榎
木
孝
明
さ
ん俳

優
・
画
家

（
鹿
児
島
県
菱
刈
町
出
身
）

5
5
榎木孝明と描く
～ばらのスケッチ大会～

　大会の参加者約 70人に「無心
で描いてください。背景が大切で
す」などと指導をしたほか、榎木
さん自身も、お気に入りのばらを
見つけて、スケッチしていました。

多目的ホールでは、榎木孝明さんの絵
画展を開催。

浅
井
愼
平
さ
ん

写
真
家

（
愛
知
県
瀬
戸
市
出
身
）

5
14
浅井愼平と写そう世界の
ばら撮影会

　「プリントしたときの状態を考え
ながら撮影することが重要です」
など、撮影会に参加した多くのア
マチュアカメラマンにアドバイスし
ました。

ガーデンステージで大使の委嘱状を授
与。

かのやばら大使 かのやばら園の魅力を全国に紹介
『かのやばら園』の魅力を全国で紹介してもらうため、芸能・スポーツ
の各分野で活躍する６人の方々を「かのやばら大使」に任命しました。

かのやばら祭り2006特集

６月中旬から７月中旬まで２番花、３番花が
楽しめます。

コンサートは、シンセサイザーの弾き
語りで行われました。

オリンピックロードは、幅６ｍ、長さ
60 ｍ。
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災害時の避難所一覧
地区 避難所 電話番号

鹿

屋

地

区

市老人福祉センター 42-4505
市中央公民館 44-0321
鹿屋中武道館 43-7068
市消防センター 43-4715
王子町公民館 ー
西原小体育館 42-2770
鹿屋女子高体育館 43-2584
西原台小体育館 44-8725
第一鹿屋中体育館 43-2920
県立鹿屋養護学校 44-5109
寿小体育館 43-6890
市農業研修センター 43-9292
鹿屋東中体育館 44-8541
寿北小体育館 44-5748
鹿屋東地区学習センター 31-1190
浜田小体育館 47-3100
高須中体育館 47-2202
高須地区学習センター 47-3152
天神構造改善センター ー
古江コミュニティ消防センター 46-4546
鶴羽小体育館 46-2010
花岡地区公民館 46-2021
高隈中武道館 45-2015
大黒小特別教室 45-2105
柏木コミュニティセンター 45-2103
東原小体育館 43-1392
祓川小体育館 42-2524
野里小体育館 42-3408
野里食品加工実習センター 40-3234
笠野原小体育館 42-2765
田崎中体育館 42-2391
田崎地区学習センター 41-5066
上田崎コミュニティセンター ー
西俣小体育館 49-2004
南町集落センター 49-3448
大姶良東集落センター 48-2943
大姶良中体育館 48-3125
横山集落センター ー
下堀町公民館 44-8904

吾

平

地

区

コミュニティセンター吾平振興会館 58-6036
吾平小学校 58-7122
鶴峰小学校 58-7130
下名小学校 58-7124
神野小学校 58-8795

串

良

地

区

串良公民館別館大ホール ー
串良公民館 63-2623
串良小学校 63-2034
串良農村環境改善センター 63-1041
上小原分館 63-2883
細山田小学校 62-2700
細山田分館 62-2958
串良中学校 63-2054
下小原農業研修センター 63-2711
中山公民館 ー
有里農業研修センター 63-3760
串良Ｂ＆Ｇ海洋センター 63-7238

輝
北
地
区

百引校区公民館 486-1334
平南校区公民館 486-0866
市成校区公民館 485-1131
高尾校区公民館 485-1973

風速（毎秒） 被害（状態）
10m/s 傘がさせない

15m/s 看板やトタン板などが飛びはじめ
る

20m/s 車の運転を続けるのが困難
25m/s 樹木が根こそぎ倒される

30m/s 屋根が飛ばされるほか、家が倒れ
ることもある

１時間の雨量 災害発生状況
10 ～ 20 ﾐﾘ 長く続く時は注意が必要

20 ～ 30 ﾐﾘ 側溝があふれ、小規模のがけ崩れが起こりやすい

30 ～ 50 ﾐﾘ 山崩れ・がけ崩れが起こりやすくなる
50 ～ 80 ﾐﾘ 土石流が起こりやすい

80 ﾐﾘ以上 大規模な災害が発生するおそれが
強い

風と被害の関係

１時間の雨量と災害発生の関係

気象情報

災
害
の
発
生
は
予
測
不
能

　

昨
年
は
、
大
型
で
非
常
に
強
い

台
風
14
号
が
９
月
５
日
に
県
本
土

に
接
近
し
、
２
日
間
続
い
た
強
風

と
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
垂
水

市
で
５
人
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な

る
な
ど
、
県
内
各
地
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
で
は
、
こ
の
台
風
に
よ

る
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
床
下
浸
水
、
道
路
冠
水
、

が
け
崩
れ
、
河
川
氾は
ん
ら
ん濫
な
ど
が
各

地
で
発
生
す
る
な
ど
多
く
の
被
害

が
生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

気
象
情
報
な
ど
に
よ
り
台
風
の

進
路
や
大
雨
は
あ
る
程
度
ま
で
予

測
で
き
ま
す
が
、
災
害
に
い
た
っ

て
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う

な
形
で
起
こ
る
か
予
測
で
き
ま
せ

ん
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に

対
す
る
意
識
と
知
識
（
表
①
）
を

持
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

種類 発表の時期

注意報
大雨、洪水、強
風、雷、高潮、
波浪など

災害が起こるおそ
れがある場合

警　報 暴風、大雨、洪
水、波浪等

重大な災害が起こ
るそれがある場合

情　報 台風、低気圧、
大雨、長雨等

注意報・警報に先
立って注意をうな
がしたりする

人
命
第
一
、
早
め
の
避
難

市
で
は
災
害
時
に
備
え
、
小

学
校
や
公
民
館
な
ど
市
内
60
か
所

（
表
②
）
の
施
設
を
避
難
所
に
指

定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
避
難
所
は
、
台
風
襲

来
時
や
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
時
に
、

住
民
の
要
望
な
ど
必
要
に
応
じ
て

開
設
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
避

難
所
や
連
絡
方
法
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

な
ど
の
気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
、

危
険
を
感
じ
た
ら
「
人
命
第
一
」

と
考
え
、
早
め
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

※
非
常
食
や
応
急
医
療
品
な
ど
、

　

非
常
時
に
最
低
限
必
要
な
も
の

　

は
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
場
所

　

に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
自
治
防
災
課　

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
４

昨年９月、台風 14 号により発生した大規模な土砂崩れ（輝北町上百引）

梅
雨
入
り
に
よ
る
大
雨
や
集
中
豪
雨
、
台
風
接
近
・
上
陸
な
ど
、

こ
れ
か
ら
は
災
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
し
っ
か

り
す
る
と
と
も
に
、
危
険
を
感
じ
た
ら
「
人
命
第
一
」
と
考
え
、

早
め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

表②
災害に対する基礎知識

表①

台
風

　

熱
帯
や
低
緯
度
地
方
で
発
生
す

る
熱
帯
低
気
圧
の
う
ち
、
中
心
付

近
の
最
大
風
速
が
秒
速
17
ｍ
以
上

に
な
っ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

強
風
と
大
雨
を
伴
い
、
特
に
進

路
の
左
側
よ
り
右
側
の
風
が
強
く
、

大
き
な
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

集
中
豪
雨

　

短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
地
域
に

集
中
し
て
降
る
豪
雨
の
こ
と
で
、

梅
雨
の
終
わ
り
ご
ろ
に
よ
く
起
こ

り
ま
す
。
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
す

の
は
巨
大
な
雨
雲
の
群
れ
で
、
多

く
の
場
合
、
雨
が
激
し
く
な
る
と

き
に
雷
が
鳴
り
続
け
る
と
、
集
中

豪
雨
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

集
中
豪
雨
や
大
雨
が
続
く
時
は
、

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
、
が
け

崩
れ
な
ど
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る

の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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最終意見を集約するため、５月９日に開催された鹿屋市米軍移転問題に関する
意見交換会議。

米軍空中給油機
移駐問題

空
中
給
油
機
は
「
訓
練
及
び

運
用
」
の
た
め
鹿
屋
基
地
に

展
開

　

５
月
１
日
に
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

で
開
催
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障
協

議
委
員
会
に
お
い
て
、
在
日
米
軍

再
編
を
実
施
す
る
た
め
の
「
最
終

報
告
」
が
合
意
・
発
表
さ
れ
、
翌

２
日
に
、
福
岡
防
衛
施
設
局
が
鹿

屋
市
へ
報
告
・
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
終
報
告
で
は
、「
Ｋ
Ｃ
‐

１
３
０
は
岩
国
を
拠
点
と
し
て
訓

練
及
び
運
用
の
た
め
鹿
屋
基
地
に

展
開
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
運
用
の
具
体
的
内
容
や
、

中
間
報
告
に
あ
っ
た
「
追
加
的
な

他
の
自
衛
隊
又
は
米
軍
の
航
空
機

の
一
時
的
な
展
開
」
が
、
最
終
報

告
で
は
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

○
運
用
と
は
、
当
然
、
実
戦
、
作

戦
行
動
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本

庁
に
確
認
す
る
。

○
最
終
報
告
は
、
米
軍
再
編
の
主

な
計
画
を
詳
細
に
し
た
も
の
で

あ
り
、「
他
の
航
空
機
の
一
時

的
な
展
開
」
に
つ
い
て
は
「
中

間
報
告
」
ど
お
り
行
わ
れ
る
。

と
の
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
報
告
に
は
、
在
日

米
軍
再
編
を
、
８
年
後
の
平
成
26

年
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鹿
屋
基
地
へ

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
が
、
そ

れ
以
前
に
先
行
実
施
さ
れ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、「
常
識
的
に

は
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
等
が

完
了
し
て
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
」
と
の
回
答
で
し

た
。

鹿
屋
市
の
最
終
意
見
を
集
約

　

鹿
屋
市
で
は
、
最
終
報
告
の
発

表
・
説
明
を
受
け
、
５
月
８
日

に
第
５
回
鹿
屋
市
米
軍
移
転
問
題

に
関
す
る
意
見
交
換
会
議
を
開
催
。

同
会
議
に
お
い
て
、
他
の
関
係
会

議
の
結
果
等
を
参
考
に
意
見
集
約

を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
同
日
、
鹿
屋
市
基
地
関
係

連
絡
協
議
会
、
鹿
屋
市
周
辺
地
域

米
軍
再
編
問
題
対
策
協
議
会
、
及

び
大
隅
総
合
開
発
期
成
会
が
開
催

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
最
終
意
見
の
確

認
・
集
約
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
鹿
屋
市
基
地
関
係
連
絡

協
議
会
は
、

○
騒
音
被
害
等
が
増
大
し
、
住
民

生
活
は
も
と
よ
り
、
畜
産
業
な

ど
へ
の
甚
大
な
被
害
が
強
く
懸

念
さ
れ
る
こ
と

○
日
本
に
と
っ
て
不
平
等
性
の
強

い
日
米
地
位
協
定
が
改
定
さ
れ

な
い
以
上
、
安
心
・
安
全
な
生

活
は
守
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
反
対
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
周
辺
地
域
米
軍
再
編
問

題
対
策
協
議
会
、
及
び
大
隅
総
合

開
発
期
成
会
は
、

○
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
畜
産

業
や
住
民
生
活
に
甚
大
な
騒
音

被
害
等
が
及
ぶ
こ
と

　

５
月
２
日
に
発
表
さ
れ
た
在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
最
終
報
告

（
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
で
は
、
米
軍
空
中

給
油
機
が
、
訓
練
及
び
運
用
の
た
め
鹿
屋
基
地
に
展
開
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
で
は
、
各
種
会
議
な
ど
の
意
見
を
踏

ま
え
、
鹿
屋
・
大
隅
地
域
の
総
意
と
し
て
の
最
終
意
見
を
取
り
ま

と
め
、
５
月
16
日
に
防
衛
庁
な
ど
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
訓
練
及
び
運
用
の
中
継
拠
点
と

し
て
、
将
来
、
鹿
屋
基
地
の
基

地
負
担
が
よ
り
一
層
増
大
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

○
移
駐
反
対
の
声
や
、
地
元
の
疑

問
点
に
答
え
な
い
な
ど
の
国
の

進
め
方
・
姿
勢
な
ど
に
、
強
い

疑
問
を
抱
い
て
い
る
こ
と

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
断
固
反
対

す
る
こ
と
を
、
全
会
一
致
で
、
そ

れ
ぞ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
関
係
会
議
の
結
果

を
参
考
に
、
最
終
意
見
を
集
約
す

る
た
め
、
５
月
９
日
に
第
６
回
鹿

屋
市
米
軍
移
転
問
題
に
関
す
る
意

見
交
換
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、「
意
見
交
換
会
議
」

は
、

●
鹿
屋
・
大
隅
地
域
の
産
業
や
地

域
住
民
に
及
ぼ
す
騒
音
被
害

●
将
来
の
基
地
負
担
の
増
大
に
つ

な
が
る
空
中
給
油
機
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
展
開

●
日
本
に
と
っ
て
不
平
等
な
日
米

地
位
協
定
の
下
で
の
新
た
な
負

担
の
懸
念

な
ど
が
払
拭
で
き
な
い
現
状
に
お

い
て
は
、「
最
終
報
告
」
の
内
容

に
つ
い
て
断
固
反
対
で
あ
る
、
と

の
最
終
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
鹿
屋
市
で
は
「
意
見

交
換
会
議
」
の
最
終
意
見
や
関
係

会
議
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
鹿
屋
・
大

隅
地
域
の
総
意
と
し
て
、「
騒
音

や
事
故
危
険
性
の
増
大
が
強
く
懸

念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
行
の
日

米
地
位
協
定
下
に
お
い
て
は
、
市

民
、
地
域
の
安
心
・
安
全
な
生
活

は
到
底
確
保
で
き
ず
、
さ
ら
に
は
、

将
来
の
基
地
負
担
の
一
層
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
断
固

反
対
す
る
と
と
も
に
、
計
画
の
撤

回
を
求
め
る
」
こ
と
を
鹿
屋
市
の

最
終
意
見
と
し
て
決
定
。
こ
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
５
月
11
日
に
、

鹿
屋
市
議
会
全
員
協
議
会
へ
報
告

を
行
い
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
に
実
施
し
た
要
望
活

動
に
は
、
鹿
屋
市
長
、
鹿
屋
市
議

会
議
長
、
鹿
屋
商
工
会
議
所
会
頭

に
加
え
、
農
畜
産
業
を
代
表
す
る

立
場
か
ら
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
業

協
同
組
合
長
が
、
ま
た
、
周
辺
市

町
の
代
表
と
し
て
肝
付
町
長
が
参

加
。
髙
木
防
衛
庁
長
官
政
務
官
及

び
北
原
防
衛
施
設
庁
長
官
に
対
し
、

鹿
屋
・
大
隅
地
域
の
総
意
と
し
て

の
「
断
固
反
対
」
を
強
く
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　

髙
木
政
務
官
、
北
原
長
官
は
共

に
、
空
中
給
油
機
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
展
開
を
平
成
26
年
以
前
に

先
行
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

明
確
に
否
定
し
た
も
の
の
、
そ
れ

以
外
に
つ
い
て
は
、「
地
元
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力

す
る
」
と
述
べ
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、「
今
後
、
検
討
し
て
い
く
」

と
の
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
回
答
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
鹿
児
島
県
に

対
し
て
も
、
こ
う
し
た
地
域
の
考

え
方
等
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を

得
る
た
め
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
こ
の
問
題
に
関
し
て
反
対
で
あ

る
、
と
い
う
県
の
基
本
的
な
ス
タ

ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
」
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
５
月
30

日
に
、
今
回
の
米
軍
再
編
の
実
施

に
関
す
る
閣
議
決
定
を
行
い
ま
し

た
。

　

現
時
点
に
お
い
て
、
閣
議
決
定

に
関
す
る
国
の
正
式
な
説
明
等
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
市
と
し
て
は
引

き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

説
明
が
な
さ
れ
た
段
階
で
、
市
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
４
‐
31
‐
１
１
５
４

要望書を提出後、報道陣の質問に答える
山下市長。

５月16日、要望書に目を通す髙木防衛庁
長官政務官。

鹿
屋
市
の
最
終
意
見
を

国
に
提
出

米
軍
再
編
の
実
施
に
関
す
る

閣
議
決
定
を
発
表



　５月28日、海上自衛隊鹿屋航空基地で行われた航空ショーには、陸・
海・空の自衛隊機や民間機が参加。哨戒機Ｐ－３Ｃの飛行展示をはじ
め、民間機のアクロバット飛行などが繰り広げられ、約 75,000 人を
魅了しました。

花電車に乗って
飛行展示を観覧。

哨戒機Ｐ－３Ｃ
による見事な編
隊飛行。

救難用ヘリＵＨ－６０Ｊ
一糸乱れぬカラーガード隊
の演技

体験搭乗海上自衛隊大湊音楽隊演奏会

２部構成で行わ
れた演奏会では、
懐かしい音楽な
ど 12 曲が演奏
されました。

哨戒機Ｐ－３Ｃ、
救難用ヘリＵＨ
－６０Ｊ、練習
用ヘリ OHー６
Dの体験搭乗が
行われました。

5
28

5
27

ジェット練習機Ｔ－４ 練習用ヘリＯＨ－６Ｄ
陸・海・空の自衛隊機が展示され、多くの人が見入っていました。

（霧島ヶ丘公園野外ステージ）

DEEP BLUES（民間機）によるアクロバッ
ト飛行。

飛行展示を見ようと空を見上げる人・人・人・・・・
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対
象
児
童

　

保
護
者
の
急
な
疾
病
や
仕
事
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
で
緊
急
に
保
育
が

で
き
な
く
な
っ
た
児
童
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

実
施
場
所

○
２
歳
未
満
の
児
童

　

鹿
屋
乳
児
院
（
寿
８
丁
目
）

　

☎
０
９
９
４

－

42

－

２
５
３
１

○
２
歳
以
上
の
児
童

　

大
隅
学
舎
（
西
原
２
丁
目
）

　

☎
０
９
９
４

－

43

－

６
２
２
９

時
間
及
び
期
間

　

24
時
間
体
制
で
最
高
１
週
間

　
（
延
長
可
）

利
用
方
法

　

市
子
育
て
支
援
課
又
は
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
で
、
利
用
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

利
用
料
金
（
１
日
当
た
り
）

一
時
保
育

か
の
や

子
育
て
ガ
イ
ド
③

対
象
児
童

　

保
護
者
の
仕
事
や
就
学
、
傷

病
、
出
産
、
冠
婚
葬
祭
等
で
一
時

的
に
保
育
が
で
き
な
く
な
っ
た

児
童
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
保
護

者
の
育
児
等
に
よ
る
負
担
解
消

な
ど
の
私
的
な
理
由
に
よ
っ
て

も
利
用
で
き
ま
す
。

保
育
時
間
及
び
期
間

　

昼
間
の
み
で
週
３
日
以
内

利
用
方
法

　

希
望
す
る
保
育
所
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
下
記
以
外
の
保
育
園
で
も
保
育

士
数
等
に
余
裕
が
あ
る
時
は
預

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

実
施
場
所
及
び
利
用
料
金

子
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

【問い合わせ】市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

区　　分
保　護　者　負　担　金
２ 歳 未 満
の 児 童

２ 歳 以 上
の 児 童

市町村民税
非課税世帯

1,100 円 1,000 円

その他の世帯 5,350 円 2,750 円

保育所名 所在地 電話番号 時間 利用料金

鹿

屋

地

区

松下保育園 西原 1丁目 42-2769 8:00 ～ 17:00
4 時間以内 :1,000 円 / 日、
超過 1時間ごと
（0-3 歳 :250 円、4-5 歳 :200 円）

高隈保育園 上高隈町 45-2039 7:30 ～ 18:00
1 日（0歳 :2,000 円、
　　　1-2 歳 :1,600 円、
　　　3歳以上 :1,000 円）

光華保育園 花岡町 46-3764 7:00 ～ 19:00

1 時間（ 0 歳 :350 円、
　　　　1-2 歳 :300 円、
　　　　3歳 :250 円、
　　　　4歳以上 :200 円）

わかば保育園 寿 4丁目 44-5234 8:00 ～ 17:00 午前 :1,000 円
午後 :1,000 円

串

良

地

区

ひばり保育園 串良町細山田 62-3377
7:00 ～ 18:00 4 時間以内 :1,000 円 / 日

4時間超 :2,000 円 / 日

8:30 ～ 17:30 ※ 1 歳 3か月未満児
の預かり時間

洗心保育園 串良町有里 63-9192 7:30 ～ 18:30 1 日 :2,000 円
半日 :1,000 円

ふたば保育園 串良町下小原 63-2620 7:00 ～ 19:00
4 時間以内 :1,000 円 / 日、
超過 1時間ごと
（0-3 歳 :250 円、4-5 歳 :200 円）

※おやつ代、給食代等別途料金が必要になる場合があります。

保育園で元気に遊ぶ子ども
たち

２歳以上の児童を預かる大
隅学舎

※生活保護世帯は無料です。
※課税証明書が必要になる場合があります。
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４
月
６
日
、
岩
崎
グ
ル
ー
プ
は

同
グ
ル
ー
プ
が
運
行
す
る
バ
ス
路

線
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
減
少
や

規
制
緩
和
に
よ
る
経
営
悪
化
な
ど

を
理
由
に
、
国
や
県
、
市
町
村
か

ら
補
助
金
の
出
て
い
な
い
赤
字
バ

ス
路
線
の
廃
止
案
を
表
明
し
、
５

月
８
日
正
式
に
廃
止
届
け
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

大
隅
地
域
４
市
５
町
で
は
、
大
隅

地
域
バ
ス
路
線
対
策
研
究
会
を
設

置
し
て
対
応
を
協
議
。
５
月
２
日

地
方
バ
ス
路
線
存
続
を
求
め
要
望
書
を
提
出

輝北町地域協議会委員
大久保　麗子
木原　貴久
後堂　　廿
重田　久代
福満　義洋
満永　良信
森　　義久
山口　松男
四本　美枝子
米重　隆広
串良町地域協議会委員
出水田　英公
河野　良幸
坂田　省司
坂元　貞昭
篠原　ケイ子

園田　隆子
田畑　博司
中辻　正人
肥後　桂子
本村　ヤス子
吾平町地域協議会委員
休坂　義数
後藤　明美
立元　羊二
永田　稔
西迫　則子
橋口　孝一
東桂木　滿州男
東　次男
前原　文雄
山之口　孝徳

各地域自治区の地域協議会委員

【問い合わせ】市地域政策課
　　　　　　　　　☎ 0994-31-1154

伊藤鹿児島県知事に要望書
を提出

岩崎グループに要望書を提出

地方バス路線存続に向けて設置された大隅地域バ
ス路線対策研究会

多くの意見が出された初めての地域協議会

※敬称略（五十音順）

◎

○

○

○

◎
◎

◎は会長　○は副会長

に
、
同
グ
ル
ー
プ
と
県
に
対
し
、

地
方
バ
ス
路
線
の
存
続
な
ど
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、
高
齢
者
や
学
生
等
の
交
通
弱

者
か
ら
交
通
手
段
が
奪
わ
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、「
大
隅
地
域
で
の

地
方
バ
ス
路
線
の
重
要
性
及
び
必

要
性
を
訴
え
た
ほ
か
、
廃
止
案
と

な
っ
て
い
る
地
方
バ
ス
路
線
の
利

用
状
況
等
の
情
報
提
供
」
を
求
め
、

伊
藤
鹿
児
島
県
知
事
に
対
し
て
は

「
路
線
バ
ス
の
存
続
と
廃
止
に
伴

う
代
替
措
置
に
つ
い
て
県
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
や
同
グ

ル
ー
プ
と
の
窓
口
に
な
る
こ
と
」

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

今
後
も
同
研
究
会
で
は
、
大
隅

地
域
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で
あ

る
地
方
バ
ス
路
線
の
維
持
、
確
保

に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て
行
く
予

定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
５
４

地
域
協
議
会
を
合
同
で
開
催

　

５
月
８
日
、
合
併
後
の
新
市
全

体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め

旧
３
町
に
県
内
で
初
め
て
設
置
し

た
地
域
自
治
区
の
地
域
協
議
会
が

市
役
所
で
合
同
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
地
域
協
議
会
は
、
地
域
自

治
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
設
置
す

る
も
の
で
、
市
長
や
教
育
委
員
会

か
ら
市
の
重
要
な
計
画
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
合

や
、
市
が
自
治
区
内
で
実
施
す
る

事
業
等
に
つ
い
て
、
市
の
機
関
等

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
委
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

　

会
で
は
、
山
下
市
長
が
委
嘱
状

を
交
付
し
、「
地
域
協
議
会
は
、

新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
に
、
と
て
も
重
要
で
あ
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
の
意
見
交

換
会
で
は
、「
旧
３
町
が
さ
び
れ

な
い
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
欲
し

い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
自
治
区
で
会
合
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

建築面積　　   7,027 ㎡
延べ床面積　15,953 ㎡
建築物の高さ　    26 m

■ 4階部分
　屋上庭園
■３階部分
　健康スポーツプラザ、芸術文化学習プラザ
■２階部分
　芸術文化学習プラザ、福祉プラザ
■１階部分
　商業施設、業務施設、情報プラザ

再
開
発
ビ
ル
の
愛
称
を
募
集
（
応
募
期
限

‥

７
月
14
日
ま
で
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す

　

北
田
町
、
大
手
町
の
一
部
で
現

在
建
築
工
事
を
進
め
て
い
る
再
開

発
ビ
ル
の
愛
称
（
名
前
）
を
募
集

し
ま
す
。

●
応
募
資
格
＝
市
内
の
小
・
中
学

　

校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒

●
愛
称
の
条
件

・
日
本
語
、
英
語
、
記
号
の
制
限

や
文
字
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
愛
称
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

・
愛
称
は
保
護
者
と
相
談
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
（
各
小

中
学
校
に
配
布
済
）
に
学
校
名
、

ク
ラ
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
愛
称
と
愛
称
の
意
味
を
記

入
し
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間
＝
６
月
15
日
（
木
）

〜
７
月
14
日
（
金
）
※
必
着

●
賞
品
等

・
名
付
親
大
賞
＝
１
人

　

※
２
万
円
相
当
の
金
券

・
入
選
＝
５
人

　

※
５
千
円
相
当
の
金
券

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３-

０
０
０
７

　

鹿
屋
市
北
田
町
５
番
40
号

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

　

再
開
発
ビ
ル
愛
称
募
集
事
務
局

　

☎
０
９
９
４-

43-

２
２
１
４

　

Fax
０
９
９
４-

43-

９
４
７
７

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
、
こ
れ
ま
で
世
帯
単
位
で
発
行

し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
１
日
か

ら
カ
ー
ド
型
に
な
り
個
人
ご
と
に

発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
型
の
保
険
証
は
、

７
月
中
に
普
通
郵
便
で
各
家
庭
へ

郵
送
す
る
予
定
で
す
。
た
だ
し
、

配
達
記
録
郵
便
で
の
受
け
取
り
や

窓
口
で
の
直
接
受
け
取
り
も
可
能

で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
７
月
７

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
窓

口
受
け
取
り
は
、
７
月
24
日
か
ら

で
す
）

　

な
お
、
カ
ー
ド
化
に
伴
い
遠
隔

地
保
険
証
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
学
生
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
今
回
、
在
学
証
明
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生

で
な
く
な
っ
た
場
合
は
す
み
や
か

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
国
保
介
護
課
管
理
係

　
（
１
階
④
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

  

内
線
３
１
９
８

７月31日まで有効

８月１日から有効
７月中に郵送します

平成19 年春
オープン

施設の概要
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　５月３日、串良町上小原の柳谷
町内会が、集落ぐるみの営農活動
などで生まれた収益の一部をボー
ナスとして、全110世帯に１万円
ずつ還元しました。
　同町内会では、サツマイモの栽
培をはじめ、土着菌による堆肥の
製造販売やそば店の経営などに取
り組み、その収益を活用して独居
老人宅への緊急通報装置や集落全
戸への防犯ベルの設置を行うなど、
行政に頼らない地域づくりを進め
ています。
　式典には、同町内会の70人が出
席。豊重町内会長が、「このボー
ナスは10年間の汗と涙と協働の証
です。これからも一日一日を大切
に頑張って行きましょう」とあい
さつして、手作りの封筒に入れた
ボーナスを手渡しました。

上
場
の
丘
を
駆
け
抜
け
た

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会 　６月３日、市体育館で鹿屋市保

健福祉ふれあいスポーツ大会が開
催されました。
　これは、高齢者や障害者、母子
寡婦の方々にスポーツを通して交
流を深めてもらおうと毎年開催し
ているもの。当日は約1,000人が参
加して、大きなゴム玉を二人一組
でリレーする「ゴム玉リレー」な
ど10種目の競技で元気いっぱいに
体を動かし、館内には笑顔と歓声
がひろがっていました。

　５月２日、吾平町麓の中央西地区ふれあい農園で、春カボチャのはさみ入
れ式が行われました。
　式には、生産者や関係機関などから約50人が出席。ハウス内にたわわに
実った春カボチャを、高値での取引に期待を込めながら、一つひとつ丁寧に
ハサミを入れ収穫していました。
　吾平地区のカボチャは化学肥料を使わない栽培で、JA鹿児島県特別栽培農
産物の認証と、吾平地区独自の美里吾平ブランドの認定も受けています。直
径約25cm、重さ約２kg～2.5kg。吾平地区の約70戸13.8haで栽培されており、
５月中旬から関東地区を中心に約345トンの出荷が予定されています。

吾
平
の
カ
ボ
チ
ャ
は

　

安
全
で
お
い
し
い
よ

全世帯に
ボーナス１万円を還元

　５月12日、市内のホテルで、ば
らを活かした地域づくりに取り組
んでいる全国の自治体が集う第15
回ばら制定都市会議（ばらサミッ
ト）が開催されました。
　会議には、加盟している21自治
体のうち11自治体から約100人が
参加。「ばら園をビアガーデンと
して開放している」「ばらの花宅
配ギフトサービスを行っている」
など、各自治体が独自の取り組み
を紹介したほか、『市民協働でば
らを活かしたまちづくりを積極的
に推進し、地域再生を図る』とす
る“かのや宣言”を全会一致で採択
しました。
　また、翌13日には、かのやばら
園で参加した自治体がばらの記念
植樹を行いました。

第15回ばら制定都市
会議（ばらサミット）を開催

　５月13日、きほく上場公園で第
18回南日本クロスカントリー大会
ＩＮきほくが開催されました。
　大会は、ファミリーの部1.2km
から一般８kmまでの８種目で行わ
れ、564人のランナーが参加。あ
いにくの濃霧で視界がほとんど利
かないという状況でしたが、参加
者は、標高500ｍの起伏に富んだ
厳しいコースに果敢に挑んでいま
した。
　各種目の優勝者は次のとおり。

●
●
●
●
●
●
●

＝溝口りか（市成中学校）
＝吉野徹（財部長距離クラブ）
＝西山可織（鹿屋高校）
＝中満悟（国分自衛隊）
＝鵜木竜二（えびの市）
＝久保山記年（国分自衛隊）
＝本高和弘・本村鯉恵・本村亜蘭
  （霧島市）

スポーツ大会で交流

中 学 女 子 ２ ㎞
中 学 男 子 ３ ㎞
高校・一般女子３㎞
高校・一般男子５㎞
一 般 男 子 ３ ㎞
一 般 ８ ㎞
グループの部1.5㎞



　５月24日、川東町の運送会社で、
新テッポウユリ「おごじょリリー」
の初荷出発式（鹿屋市花き振興会主
催）が行われました。
　おごじょリリーは、上向きに開花
することや他の産地に先駆けて出荷
できることが特徴。現在、８戸の生
産農家が175アールで生産していま
す。当日は関係者が見守る中、初荷
3,400本を積んだトラックが大阪・
名古屋の市場に向けて出発していき
ました。

　５月30日、市文化会館で東九州自動車道の早期完成を目指す東九州自動車
道建設促進地方大会が開催されました。
　同自動車道は、北九州市を起点に大分、宮崎、そして鹿屋市を通り鹿児島
市に至る全長436㎞の高速自動車道で、現在、全体の２割程度しか供用され
ておらず、早期完成が待たれています。大会では、沿線の知事や住民代表が「高
速道を使って、新鮮な野菜を全国に届けたい」など、建設促進を訴えたほか、
「道路特定財源の道路整備への充当」や「平成19年度予算の確保」など７項
目の大会決議を議決。最後は、会場を埋め尽くした約1,200人の参加者が『ガ
ンバロー』と拳を突き上げ、東九州自動車道の建設促進をアピールしました。

　５月20日、鹿屋港で鹿屋地区沿
岸海難事故対策訓練が行われました。
　この訓練は、鹿屋地区小型船舶
遊漁船協議会等が、官民一体となっ
た海難救助訓練により海難を未然
に防止しようと、今回初めて行っ
たもので、同協議会、喜入海上保
安署、大隅肝属地区消防組合中央
消防署などから約50人が参加。海
中転落者救助訓練や信号紅炎点火
訓練などを行い、迅速で的確な救
助活動の向上を図りました。

　５月14日、吾平町の中央東地区
分館で、エキサイティンググラウン
ドゴルフ大会が開催されました。
　このゴルフは一般に行われるグラ
ウンドゴルフと違い、コースに丸太
や竹、コンテナなどを置いたり、シー
トで池をつくるなど、たくさんの障
害物を設置するのが特徴。子どもか
ら高齢者まで70人が参加して、慣
れない障害物に苦労しながらも、一
味違ったグラウンドゴルフを楽しん
でいました。

鹿屋地区沿岸海難事故対
策訓練を開催

　５月22日、菜種油でトラックを
走らせる「鹿屋菜の花エコプロジェ
クト」の収穫祭が、鹿屋農業高校
の実習用水田で行われました。
　このプロジェクトは、環境対策
に取り組む鹿児島県トラック協会
と鹿屋農業高校が共同で実施した
もの。収穫した菜種約700kgは、食
用油として同校の寮で利用したあ
と、バイオディーゼル燃料に精製。
軽油の代替燃料としてトラック等
で利用します。

菜の花でトラックを
走らせよう

一味違った
グラウンドゴルフ

東九州自動車道の早期完成を目指して！新テッポウユリを初出荷
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ブ
ラ
ジ
ル
研
修
生
募
集

　

日
本
と
南
米
諸
国
と
の
友
好
親

善
な
ど
を
目
的
に
ブ
ラ
ジ
ル
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

● 

受
入
期
間

　

女
子
短
期
研
修
生
＝
平
成
19
年

　

３
月
下
旬
〜
１
年
間

　

男
子
研
修
生
＝
平
成
19
年
４
月

　

下
旬
〜
１
年
間

● 

募
集
人
数
＝
各
２
〜
３
人

● 

研
修
内
容
＝
農
業
実
習
、
語

学
研
修
、
地
域
住
民
と
の
交

流
等

● 

応
募
方
法
＝
写
真
付
き
履

歴
書
に
、
志
望
動
機
、
自
己

P
R
を
明
記
し
た
書
類
（
１
，

５
０
０
字
以
上
）
、
公
立
病

院
の
健
康
診
断
書
を
添
え
て
、

県
国
際
交
流
課
（
〒
８
９
０

－

８
５
７
７
鹿
児
島
市
鴨
池

新
町
10

－

１
）
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
締
切
＝
９
月
８
日
（
金
）

必
着

● 

説
明
会

　

期
日
＝
７
月
９
日
（
日
）
13
時

　

場
所
＝
県
国
際
交
流
協
会

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ダ
イ
ド
ー
ブ
ラ
ジ
ル
商
事

　

相
談
役　

上
園　

義
房

　

☎
０
４
５

─

８
９
３─

３
９
０
６

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ（
社
交

ダ
ン
ス
）
無
料
講
習
会

● 

日
時
＝
７
月
16
日
（
日
）
・
30

日
（
日
）
・
８
月
６
日
（
日
）

の
13
時
〜
15
時

※
３
回
講
習
で
す
が
、
１
回
の
み

の
参
加
も
可

● 

場
所
＝
東
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー

● 

内
容
＝
ジ
ル
バ
、
マ
ン
ボ
、
ブ

ル
ー
ス
、
ワ
ル
ツ
他

● 

指
導
者
＝
日
本
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
公
認
指
導
員

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

日
本
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

　

鹿
児
島
大
隅
地
区
事
務
局

　

☎
０
９
９
４─

44─

４
１
５
２

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
す

　

在
任
特
例
期
間
の
満
了
に
よ
る

農
業
委
員
選
挙
が
７
月
２
日
に
告

示
さ
れ
、
７
月
９
日
に
投
開
票
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
旧
市
町
単
位

で
選
挙
区
を
設
け
て
行
わ
れ
、
各

選
挙
区
の
農
業
委
員
の
定
数
は
、

鹿
屋
選
挙
区
18
人
、
輝
北
選
挙
区

６
人
、
串
良
選
挙
区
９
人
、
吾
平

選
挙
区
７
人
と
な
る
予
定
で
す
。

介
護
保
険
要
介
護
認
定

調
査
員
（
嘱
託
職
員
）

を
募
集

● 

応
募
資
格
＝
看
護
師
（
准
看

護
師
含
む
）
又
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
の
資
格
を
有
す
る

人
で
、
自
動
車
普
通
免
許
を

持
っ
て
い
る
人

● 
募
集
人
数
＝
１
人

● 
勤
務
場
所
＝
串
良
総
合
支
所

健
康
福
祉
課

● 

受
付
期
間
＝
６
月
13
日
（
火
）

〜
26
日
（
月
）

● 

申
込
方
法
＝
履
歴
書
を
、
串
良

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
又
は

本
庁
国
保
介
護
課
に
提
出

● 

仕
事
内
容
＝
介
護
保
険
事
業

に
係
る
要
介
護
認
定
の
た
め

の
訪
問
調
査

● 

勤
務
時
間
＝
市
職
員
に
準
ず

る
● 

雇
用
期
間
＝
平
成
18
年
７
月

１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

● 

賃
金
＝
月
額
１
８
７
，５
０
０
円

※
面
接
等
に
つ
い
て
は
、
申
込

後
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

串
良
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

国
保
介
護
係

　

☎
０
９
９
４─

63─

３
１
１
１

Information
ïïïïï

ï
ï

ï

Information

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
25 26 27 28 29

2006 7月

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。
投
票
日
に
投
票

に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

期
日
前
投
票

○
期
間
＝
７
月
３
日
（
月
）
〜
８

日
（
土
）

○
時
間
＝
８
時
30
分
〜
20
時

○
場
所

鹿
屋
選
挙
区
＝
本
庁

吾
平
選
挙
区
＝
吾
平
総
合
支
所

輝
北
選
挙
区
＝
輝
北
総
合
支
所

串
良
選
挙
区
＝
串
良
保
健
セ
ン

タ
ー

● 

投
票
日
の
投
票
時
間
＝
７
時
〜

18
時

● 

投
票
所
＝
一
般
の
選
挙
と
異
な

る
町
内
会
も
あ
り
ま
す
。
郵
送

さ
れ
た
投
票
所
入
場
券
等
で
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

● 

開
票
＝
開
票
は
選
挙
区
ご
と
に

19
時
30
分
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

場
所
は
次
の
通
り
で
す
。

鹿
屋
選
挙
区
＝
本
庁
７
階
大
会

議
室

吾
平
選
挙
区
＝
吾
平
振
興
会
館

輝
北
選
挙
区
＝
輝
北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

串
良
選
挙
区
＝
串
良
公
民
館
別

館
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
４─

31─

１
１
４
２

2006 6月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 23

30
24

31
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流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く
か

ぜ
）

　

ム
ン
プ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
し

て
年
間
を
通
し
て
流
行
す
る
病
気

で
す
。
せ
き
や
く
し
ゃ
み
等
又
は

唾
液
で
汚
染
さ
れ
た
も
の
と
接
触

し
て
感
染
し
ま
す
。
両
側
の
耳
下

腺
が
腫
れ
お
た
ふ
く
の
顔
の
よ
う

に
な
る
た
め
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

● 

症
状
等

　

２
〜
３
週
間
の
潜
伏
期
を
経

て
、
唾
液
腺
の
腫
脹
、
圧
痛
、

発
熱
等
の
症
状
が
出
ま
す
。
通

常
１
〜
２
週
間
で
軽
快
し
ま
す
。

片
側
あ
る
い
は
両
側
の
耳
下
腺

の
腫
脹
を
特
徴
と
す
る
、
ウ
イ

ル
ス
性
感
染
症
で
す
。

● 

予
防
策

○
予
防
接
種
（
任
意
）
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

○
感
染
者
と
の
密
接
な
接
触
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

○
流
水
と
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
・

う
が
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
脳
炎

　

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と

し
て
夏
場
に
流
行
す
る
病
気
で
す
。

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

コ
ガ
ネ
ア
カ
イ
エ
カ
に
刺
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
感
染

し
て
も
、
多
く
は
何
の
症
状
も
出

ま
せ
ん
が
、
推
定
で
は
３
０
０
〜

３
，
０
０
０
人
に
１
人
が
脳
炎
を

発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

か
ら
人
へ
の
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

症
状
等

　

５
〜
15
日
の
潜
伏
期
を
経
て
、

多
く
は
頭
痛
・
発
熱
等
の
症
状

が
出
ま
す
。
そ
の
後
、
高
熱
と

な
り
、
硬
直
、
意
識
障
害
、
昏

睡
等
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

● 

予
防
策

○
過
労
を
避
け
、
栄
養
・
睡
眠
を

十
分
に
取
っ
て
、
体
力
の
保
持

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
蚊
の
駆
除
を
行
う
と
と
も
に
、

防
虫
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
用
い
て

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
感
染
症

　

夏
場
に
は
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー

ナ
（
夏
か
ぜ
の
一
種
）、
手
足
口

病
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（
Ｏ

─

１
５
７
等
）
感
染
症
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

※
い
ず
れ
の
病
気
も
共
通
す
る
予

防
策
は
手
洗
い
・
う
が
い
の
励

行
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
習
慣
付

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４─

41─

２
１
１
０

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
へ
の
完
全
移
行

　

今
年
末
ま
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
が
、
全
て
の
都
道
府

県
庁
所
在
地
に
て
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２
０
１
１
年

７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を

視
聴
す
る
に
は
、
①
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換

え
る
②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
を
買
い
足
す
③
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
視
聴
す
る
、
と
い
う
各
方
法

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０─

07─

０
１
０
１

InformationInformation

感
染
症
に
注
意

咽
頭
結
膜
熱
（
プ
ー
ル
熱
）

　

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
し

て
夏
場
に
流
行
す
る
病
気
で
す
。

患
者
か
ら
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
等

で
感
染
し
ま
す
が
、
プ
ー
ル
を
介

し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め

プ
ー
ル
熱
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

● 

症
状
等

　

５
〜
７
日
の
潜
伏
期
を
経
て
、

発
熱
、
咽
頭
炎
、
結
膜
炎
の
症

状
が
出
ま
す
。
一
般
的
に
、
症

状
は
３
〜
５
日
間
で
軽
快
し
ま

す
が
、
７
型
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
は
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

予
防
策

○
感
染
者
と
の
密
接
な
接
触
は
避

　

け
ま
し
ょ
う
。

○
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
後
は
、
シ

ャ
ワ
ー
で
プ
ー
ル
の
水
を
流

す
・
目
を
し
っ
か
り
洗
う
・
う

が
い
を
す
る
・
タ
オ
ル
を
共
用

し
な
い
等
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
家
庭
で
は
、
タ
オ
ル
、
洗
面
器
、

食
器
な
ど
を
家
族
と
共
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
手
や
指
を
頻
繁
に
石
鹸
や
流
水

で
洗
い
ま
し
ょ
う
。

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

○
夜
間
外
出
す
る
際
は
、
明
る
い

服
装
と
夜
光
反
射
材
を
着
用
す

る
。

放
置
車
両
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ

ま
す

　

今
年
の
６
月
１
日
か
ら
放
置
車

両
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

違
法
駐
車
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
運
転
者
の
責
任
が
追
求
で
き
な

い
場
合
、
放
置
駐
車
違
反
の
責

任
が
車
の
持
ち
主
に
か
か
っ
て

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
課
交
通
安
全
係

　

☎
０
９
９
４─

31─

１
１
１
４

鹿
屋
中
央
公
園
水
泳
プ

ー
ル
を
開
放

● 
プ
ー
ル
種
別
＝
50
ｍ
、
25
ｍ
、

ミ
ニ
プ
ー
ル

● 

開
放
期
間
＝
７
月
１
日
（
土
）

〜
８
月
31
日
（
木
）

● 

開
放
時
間
＝
10
時
〜
正
午
・
13

時
〜
17
時

※
た
だ
し
、
次
の
日
は
一
般
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
７
月
２
日
（
日
）・
７
日
（
金
）

　

24
日
（
月
）・
８
月
27
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
体
育
館

　

☎
０
９
９
４─

43─

７
２
２
１

交
通
事
故
防
止
及
び
放

置
車
両
に
注
意

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

鹿
屋
市
で
は
、
今
年
に
入
っ
て

か
ら
４
人
が
交
通
事
故
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
交
通
死
亡
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
交
通
ル
ー
ル
を

再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
中
は
、
進
路
前
方
・
左
右

を
し
っ
か
り
確
認
し
な
が
ら
安

全
速
度
を
守
る
。

○
高
齢
者
に
対
す
る
思
い
や
り
運

転
を
す
る
。

○
薄
暮
時
に
は
、
早
め
に
点
灯
す

る
。

○
交
差
点
で
は
止
ま
っ
て
確
認
す

る
。

　平成 18年度の計量器定期検査を行います。はかりを「取引」や「証明」に使用している人は、必ず定期検
査を受けてください。前回（平成 16年度）の定期検査以降、取引・証明に使用する計量器を新たに備えた又
は使用しなくなったなどの変更がある場合は、ご連絡ください。

月 日 時　間 検査会場 区　　　　　　　　　域

7

５（水） 10:30 ～ 16:30 市体育館
東原、旭原、札元、笠之原、緑山、寿、泉ヶ丘、
本町、朝日、向江、昭栄、白崎、新川、田崎、
上田崎、川西、川東

６（木） ９:30 ～ 16:30 市体育館
曽田、北田、古前城、大手、東大手、西大手、王子、
打馬、祓川、西祓川、上祓川、下祓川、弥生、名貫、
大浦、郷之原、今坂

７（金） ９:30 ～ 14:00 市体育館
野里、上野、上谷、新生、西原、共栄、新栄、
永野田

10（月）10:30 ～ 12:00 大姶良地区学習センター 大姶良出張所管内全域

10（月）14:00 ～ 16:00
高隈地区交流促進センター
屋内運動場

高隈出張所管内全域

11（火）９:30 ～ 10:30 高須地区学習センター 高須出張所管内全域

11（火）11:30 ～ 15:00 古江コミュニティ消防センター 花岡出張所管内全域

12（水）11:00 ～ 12:00 細山田分館 細山田校区全域

12（水）13:30 ～ 16:30 串良公民館別館大ホール 串良校区、上小原校区全域

13（木）９:30 ～ 16:00
コミュニティセンター
吾平振興会館

吾平総合支所管内全域

14（金）９:30 ～ 12:00 百引校区公民館 百引地区全域

14（金）13:00 ～ 14:30 市成校区公民館 市成地区全域

【問い合わせ】
　市商工観光課　商工振興係　☎ 0994-31-1121

放置車両の状況 大型車両 普通車両 二輪車
駐停車禁止場所等 25,000 18,000 10,000
駐車禁止場所等 21,000 15,000 9,000
時間制限駐車区間 12,000 10,000 6,000

違反行為の種別 違反点
駐停車禁止場所等 3点
駐車禁止場所等 2点

●放置違反金

●違反点数
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大
隅
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ユ
ナ
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テ
ッ
ド

　

Ｆ
Ｃ
事
務
局

　

☎
０
９
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４
２
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映
画
「
バ
ル
ト
の
楽
園
」

● 

日
時
＝
７
月
１
日
（
土
）

　

①
11
時
〜
②
14
時
30
分
〜

　

③
18
時
30
分
〜

● 

入
場
料

　

大
人
＝
１
，
８
０
０
円

　

大
学
・
高
校
＝
１
，
５
０
０
円

InformationInformation

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

６月・７月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

６月18日
まつだこどもクリニック 西原２丁目 0994-52-0507

徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

25日
おひさまこどもクリニック 新川町 0994-42-7822

村上整形外科医院 今坂町 0994-41-2511

７月２日
えとう小児科 札元２丁目 0994-40-3700

そえじまクリニック 旭原町 0994-41-6800

９日
中塩医院 西原１丁目 0994-43-2489

平瀬外科 北田町 0994-43-3431

16日
幸田内科 寿４丁目 0994-43-5000

検見崎病院 西原１丁目 0994-43-2991

17日
前田内科 本町 0994-42-2175

たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

６月18日
高山胃腸科外科 肝付町前田 0994-65-7171

園田医院 串良町細山田 0994-62-2888

25日
春陽会中央病院 肝付町新富 0994-65-1170

新中須医院 東串良町池之原 0994-63-2010

７月２日
市来医院 吾平町上名 0994-58-6037

山路医院 東串良町池之原 0994-63-2134

９日
長峯医院 肝付町新富 0994-65-2008

田中医院 串良町岡崎 0994-63-2045

16日
山内クリニック 肝付町前田 0994-65-2022

内村産婦人科 串良町岡崎 0994-63-2521

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

６月18日 貴島歯科医院 札元１丁目 0994-44-5000

25日 検見崎歯科医院 北田町 0994-43-7376

７月２日 すみの歯科医院 寿３丁目 0994-42-2959

９日 重久歯科医院 向江町 0994-42-4470

16日 とおや治歯科クリニック 寿１丁目 0994-40-1811

17日 下浜歯科医院 川西町 0994-41-5888

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

６月・７月の歯科休日在宅医

　 …内科　　    　…外科○内 ○外

○内
○外
○内
○外

○内
○外
○内
○外
○内
○外

○内
○外

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はかかりつけの医
師などの診療を受けてください。原則として、投薬期間は通常1日分とします。

● 

場
所
＝
吾
平
保
健
セ
ン
タ
ー

● 

講
演
内
容

○
演
題
＝
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
医
学

　
　
　
　
　

的
理
解
」

　

講
師
＝
敬
愛
園　

有
川
勲
園
長

○
演
題
＝
「
病
よ
り
も
差
別
は
つ

　
　
　
　
　

ら
い
」

　

講
師
＝
敬
愛
園
自
治
会

　
　
　
　

上
野　

正
子
さ
ん

● 

入
場
料
＝
無
料
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市
健
康
増
進
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☎
０
９
９
４─
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２
１
１
０

　

吾
平
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４─

34─

４
５
１
１

平
成
18
年
度
家
畜
商
講

習
会
の
実
施

● 

日
時
＝
８
月
１
日
（
火
）
〜

２
日
（
水
）
９
時
〜
17
時

● 

場
所
＝
県
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
７
階
大
会
議
室
（
鹿
児

島
市
鴨
池
新
町
１

－

７
）

● 

受
講
申
請
に
必
要
な
も
の

○
受
講
申
請
書
（
市
畜
産
課
で
配

布
）

○
講
習
手
数
料
（
３
，３
０
０
円
）

分
の
「
鹿
児
島
県
収
入
証
紙
」

※
収
入
印
紙
と
間
違
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
写
真

● 

申
請
書
提
出
先

　

県
農
政
部
畜
産
課

　

〒
８
９
０

－

８
５
７
７

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

人
生
へ
ん
ろ　
　
　
　
　
　
　

  　

五
木　

寛
之
他
著

日
本
よ
、
再
び　
　
　
　
　
　

  　

石
原　

慎
太
郎
著

団
塊
世
代
「
次
」
の
仕
事　
　

  　

堺
屋　

太
一
監
修

食
を
育
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

倉
田　

新
他
著

検
証
！
日
本
代
表　
　
　
　
　

  　

松
木　

安
太
郎
著

秋
の
森
の
奇
跡　
　
　
　
　
　

  　
　

林　

真
理
子
著

強
運
の
持
ち
主　
　
　
　
　
　

  　

瀬
尾　

ま
い
こ
著

パ
ズ
ル
・
パ
レ
ス
（
上
・
下
）  

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
著

イ
サ
ナ
と
不
知
火
の
き
み　
　

  　

た
つ
み
や　

章
作

さ
か
さ
の
こ
も
り
く
ん　
　

  　

あ
き
や
ま
た
だ
し
作

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

盧
延
潤
「
裏
切
り
者
と
呼
ば
れ
て
」　

刈
部　

謙
一
著

百
万
回
の
永
訣

－

が
ん
再
発
日
記　

  

柳
原　

和
子
著

が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
で
生
き
ん
し
ゃ
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

島
田　

洋
七
著

母
と
子
で
み
る
穴
か
ら
穴
へ
13
年

〜
劉
連
仁
と
強
制
連
行
〜　
　

  　

早
乙
女　

勝
元
著

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
著

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
な
ぞ
の
お
た
か
ら
大
さ
く
せ
ん

（
後
編
）　　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

原　

ゆ
た
か
作

世
紀
に
残
し
た
い
ふ
る
さ
と
日
本
の
こ
と
ば

（
全
６
巻
）　　
　
　

  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
監
修

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

刑
事
の
墓
場　
　
　
　
　
　
　

  　
　

首
藤　

瓜
於
著

わ
た
し
の
、
好
き
な
人　
　
　
　

  　

八
束　

澄
子
著

水
妖
の
森　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

広
嶋　

玲
子
著

カ
ラ
フ
ル
な
闇　
　
　
　
　
　

  　

ま
は
ら　

三
桃
著

眠
れ
ぬ
真
珠　
　
　
　
　
　
　
　

  　

石
田　

衣
良
著

夕
子
ち
ゃ
ん
の
近
道　
　
　
　
　

  　
　

長
嶋　

有
著

ミ
ー
ナ
の
行
進　
　
　
　
　
　
　

  　

小
川　

洋
子
著

壊
れ
か
た
指
南　
　
　
　
　

  　
　
　

筒
井　

康
隆
著

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

知
ら
な
か
っ
た
あ
な
た
へ
〜
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟

ま
で
の
長
い
旅
〜　
　
　
　
　
　
　
　

  

谺　

雄
二
著

犬
を
か
う
人 

ブ
タ
を
か
う
人 

イ
グ
ア
ナ
を
か
う
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

Ｊ
・
ペ
ロ
ミ
カ
著

私
は
子
守
唄
を
知
ら
な
い　
　

  　
　

槇　

小
奈
帆
著

栄
養
と
健
康
の
ウ
ソ
ホ
ン
ト　
　

  　

平　

宏
和
他
著

ず
ら
ー
り
キ
ン
ギ
ョ　
　
　
　
　

  　

高
岡　

昌
江
文

オ
バ
ケ
の
こ
と
な
ら
ま
か
せ
な
さ
い　

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
作

サ
リ
ー
の
こ
け
も
も
つ
み　

  　

マ
ッ
ク
ロ
ス
キ
ー
文

図
書
の
案
内

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く

理
解
す
る
週
間

　

６
月
25
日
（
日
）
か
ら
７
月
１

日
（
土
）
ま
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
と
理
解
を
持
ち
、
差
別
や
偏
見

の
な
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
病
気
で
す
。

○
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
感
染
力
は
極
め
て
弱
い
細
菌
に

よ
る
病
気
で
す
。

○
日
本
に
は
感
染
源
に
な
る
も
の

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

○
身
体
の
変
形
は
後
遺
症
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
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２
１
１
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ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る

啓
発
講
演
会
の
開
催

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
及
び
ハ
ン
セ
ン

病
で
あ
っ
た
人
達
へ
の
人
権
問
題

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
偏
見
や

差
別
の
な
い
社
会
を
作
る
こ
と
を

目
指
す
と
と
も
に
退
所
者
の
社
会

復
帰
を
支
援
す
る
た
め
、
啓
発
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
６
月
30
日
（
金
）

　

13
時
〜
15
時
30
分

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10

－

１

● 

提
出
期
限
＝
７
月
18
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
畜
産
課
畜
政
係

　

☎
０
９
９
４─
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１
１
１
８

河
川
愛
護
作
業
に
お
け

る
草
刈
機
へ
の
混
合
油

の
支
給

　

県
で
は
、
河
川
愛
護
作
業
に
お

け
る
草
刈
機
へ
の
混
合
油
の
支
給

を
し
て
い
ま
す
。（
１
団
体
に
つ

き
10 

リ
ッ
タ
ー
以
内
）

　

混
合
油
の
支
給
を
要
望
す
る
団

体
は
作
業
実
施
の
２
週
間
前
ま
で

に
、
団
体
名
・
代
表
者
名
・
作
業

実
施
日
・
作
業
予
定
延
長
を
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
道
路
建
設
課
雨
水
河
川
係

　

☎
０
９
９
４─
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１
２
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九
州
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

公
式
戦
開
催

● 

日
時

○
７
月
９
日
（
日
）
13
時
〜

　

大
隅
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
F
C

　
　
　
　
　

×

　

七
隈
ト
ン
ビ
ー
ズ

○
８
月
６
日
（
日
）
13
時
〜

　

大
隅
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
F
C

　
　
　
　
　

×

　

沖
縄
か
り
ゆ
し
Ｆ
Ｃ

● 

場
所
＝
鹿
屋
運
動
公
園
陸
上
競

技
場

● 

入
場
料
＝
無
料

※
10
時
30
分
ご
ろ
か
ら
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
等
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
予
定

　

小
・
中
・
シ
ニ
ア
＝
１
、
０
０

　

０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

（
株
）
テ
ス
・
サ
ー
ビ
ス

　

☎
０
９
２─

２
９
１─

６
７
６
１

劇
「
ピ
ノ
キ
オ
」

● 

日
時
＝
７
月
９
日
（
日
）
14
時

〜
● 

入
場
料
＝
２
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
カ
ッ
パ
友
の
会

　

☎
０
９
９
４─
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９
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４
８

      

 
 
 
  



　アオバズクは、フクロウ科
の渡り鳥で、体長は 30cm程。
茶色い頭と、かわいらしい丸
い目が特徴です。
　串良総合支所前のクロガネ
モチの木では、このアオバズ
クの飛来が３年連続で確認さ
れており、昨年は３羽のヒナ
がかえり巣立っています。今
年も７月頃には、アオバズク
の親子が仲良く肩を並べてい
る姿を見ることができるかも
しれません。

今月の表紙

飛石ミ
み ね

子さん（100 歳）上高隈町
長生きの秘訣は「くよくよしないこ
と」です！

髙田桃
もも か

花ちゃん (７か月)串良町岡崎
和ませ系の桃花♥元気に育って
ね！（父・母）

牧谷亮
りょうた

汰くん（２歳）輝北町市成
やんちゃで、たくましく育ってね。
（母…真美）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2059番地 ☎ 0994-63-3111
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No.6

平成 18 年５月 1日現在

蒲生妃
ひめ か

夏ちゃん（９か月）札元２丁目
かわいい我が家のお姫様♥元気に
すくすく育ってね。（父・母）

対前月比
総　数 105,697 人　 ( ＋ 985)
男 50,162 人　 ( ＋ 591)
女 55,535 人　 ( ＋ 394)
世帯数 44,007 世帯 ( ＋ 614)

面　積　448.33 ㎢

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) まで
ご連絡ください！

北迫煌
と わ

輝くん（７か月）
笠之原町
元気で素直な子に育ってね♥
（父・母）

広報


